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真に民主的な労働運動を
不断に追求し、働く者と
家族の幸せ、JR産業の持
続的発展を実現しよう！

JR連合

JR連合

　

10
月
16
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
高
松
市
内
に
お
い
て
、
第
11
回
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

Ｊ
Ｒ
連
合
加
盟
の
各
グ
ル
ー
プ
単
組
を
含
め
、
組
合
員
・
連
合
加
盟
産
別
・
交
運
労
協
な
ど
約

４
０
０
人
が
参
集
し
た
。
テ
ー
マ
に
「
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
職
場
の
安
全
確
立
に
む
け
て
〜
Ｊ
Ｒ
で

働
く
仲
間
の
労
働
災
害
を
撲
滅
す
べ
く
取
り
組
み
を
推
進
し
よ
う
〜
」
を
掲
げ
、
Ｊ
Ｒ
連
合
加

盟
１
０
１
単
組
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
産
業
を
構
成
す
る
業
種
・
業
態
の
す
べ
て
の
職
場
か
ら
労
働

災
害
を
な
く
し
て
い
く
決
意
を
共
有
し
た
。

い
る
。
そ
の
た
め
に
は
Ｊ
Ｒ
産

業
全
体
と
し
て
、
お
互
い
の
理

解
や
信
頼
を
高
め
、
働
く
仲
間

が
納
得
し
て
主
体
的
に
安
全
を

高
め
ら
れ
る
よ
う
な
風
土
を
築

く
必
要
が
あ
り
、
労
働
組
合
が

責
任
あ
る
役
割
を
果
た
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
安
全
問
題

に
取
り
組
む
Ｊ
Ｒ
連
合
の
考
え

方
を
示
し
た
。

　

第
一
部
と
し
て
中
央
労
働
災

害
防
止
協
会
中
国
四
国
安
全
衛

生
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
山
岡

和
寿
所
長
か
ら
は
「
み
ん
な
で

安
全
確
保　

安
全
職
場
ヨ
シ
」

を
テ
ー
マ
に
、
指
差
呼
称
の
役

割
や
重
要
性
、
組
織
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
講
演
い
た
だ
い
た
。
さ
ら

に
、
Ｊ
Ｒ
四
国
鉄
道
事
業
本
部

安
全
推
進
室
の
岡
本
真
一
室
長

か
ら
は
「
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ

の
安
全
推
進
」
と
し
て
、
安
全

推
進
計
画
の
内
容
や
進
捗
、
グ

ル
ー
プ
各
社
の
安
全
の
取
り
組

み
等
を
説
明
い
た
だ
い
た
。

　

第
二
部
で
は
、
エ
リ
ア
連
合

か
ら
の
報
告
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東

海
連
合
の
尾
内
裕
昭
事
務
局
長
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
の
白
壁
靖
子

事
務
局
長
、
貨
物
鉄
産
労
の
小

山
達
礼
中
央
執
行
委
員
か
ら
、

安
全
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

の
安
全
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

　

第
三
部
は
「
安
全
で
安
心
し

て
働
く
こ
と
の
で
き
る
職
場
づ

く
り
に
む
け
て
」
と
題
し
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
山
岡
所
長
に
加
え
、
電
力

総
連
の
山
本
貴
生
組
織
局
次
長
、

Ｊ
Ｒ
四
国
ホ
テ
ル
ズ
の
髙
畠
雅

彦
常
務
取
締
役
、
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

労
組
の
八
木
大
星
執
行
委
員
長

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、
Ｊ
Ｒ

連
合
の
今
井
孝
治
企
画
部
長
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、

労
働
災
害
の
実
情
と
背
景
、
人

材
確
保
、
離
職
防
止
の
取
り
組

み
、
新
技
術
を
活
用
し
た
安
全

対
策
な
ど
に
つ
い
て
討
議
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
Ｊ
Ｒ
連

合
の
中
村
鉄
平
交
通
政
策
部
長

が
「
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
の
提
起
」

と
し
て
、
「
さ
ら
な
る
安
全
確

立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化

の
働
く
仲
間
か
ら
安
全
に
関
す

る
意
見
を
集
約
し
、
労
働
災
害

の
な
い
、
安
全
な
Ｊ
Ｒ
産
業
を

創
出
し
よ
う
」
と
力
強
く
訴
え

た
。

ＪＲ連合からは、女性活躍のためさらなる環境
整備を進める取り組みを要請する

パネルディスカッションでは、４人のパネ
リストが、それぞれの立場から討論を展開

「安全」という絶対的使命があるからこそ、ＪＲ産業には集団的
労使関係が必要だと訴える今井部長

す
べ
く
、

健
全
で
建

設
的
な
集

団
的
労
使

関
係
を
す

べ
て
の
Ｊ

Ｒ
産
業
に

拡
げ
て
い

き
、
協
力

会
社
を
含

む
す
べ
て

　

結
成
30
周
年
を
迎
え
た
連
合

は
、
10
月
10
〜
11
日
、
都
内
に

お
い
て
第
16
回
定
期
大
会
を
開

催
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
私

た
ち
が
未
来
を
変
え
る
〜
安
心

社
会
に
向
け
て
〜
」
を
掲
げ
、

参
加
者
は
来
賓
・
代
議
員
・
傍

聴
者
ら
１
０
０
０
人
を
超
え
、

Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
加
盟
各
単
組

と
と
も
に
、
28
人
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
神
津
里
季
生
会
長
よ

り
「
働
く
形
そ
の
も
の
が
大
き

く
多
様
化
し
て
い
る
今
日
、
す

べ
て
の
働
く
も
の
を
守
り
、
社

会
全
体
の
安
心
を
確
保
し
て
い

く
た
め
に
は
、
集
団
的
労
使
関

係
の
確
立
と
拡
大
を
図
り
、
地

域
で
粘
り
強
く
闘
い
、
社
会
の

隅
々
ま
で
広
げ
、
雇
わ
れ
ず
に

働
く
人
も
一
緒
に
労
働
組
合
に

集
う
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
構

築
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
力
強
く
訴
え
た
。

　

議
事
で
は
執
行
部
提
案
に
対

し
て
、
13
人
の
代
議
員
か
ら
発

言
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は

今
井
孝
治
企
画
部
長
が
集
団
的

労
使
関
係
の
拡
充
・
強
化
に
つ

い
て
発
言
を
行
っ
た
。
今
井
部

長
は
「
働
き
方
改
革
に
お
い
て

は
、
労
働
組
合
が
存
在
し
、
改

め
る
べ
き
と
こ
ろ
を
労
使
で
共

有
し
、
そ
の
方
向
性
を
継
続
的

に
チ
ェ
ッ
ク
し
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
労
働
組
合
が
果

た
す
べ
き
役
割
に
触
れ
つ
つ
、

「
特
に
Ｊ
Ｒ
に
は
『
安
全
』
と

い
う
絶
対
的
な
使
命
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
労
働
組
合
が
組
合
員

の
声
を
い
か
に
会
社
に
届
け
、

現
場
の
実
態
を
明
ら
か
に
で
き

る
か
が
会
社
の
命
運
を
握
る
」

と
Ｊ
Ｒ
産
業
に
お
け
る
労
使
関

係
の
必
要
性
を
語
っ
た
。
加
え

て
、
Ｊ
Ｒ
産
業
が
グ
ル
ー
プ
全

体
の
総
合
力
で
運
営
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
「
グ

ル
ー
プ
会
社
の
隅
々
ま
で
労
働

組
合
の
必
要
性
を
強
く
訴
求
し
、

労
働
組
合
の
組
織
化
・
組
織
拡

大
を
加
速
さ
せ
、
健
全
で
強
固

な
集
団
的
労
使
関
係
を
構
築
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
Ｊ
Ｒ
産
業
で
働
く
す
べ
て
の

仲
間
の
〝
総
結
集
〞
に
む
け
た

決
意
を
示
し
た
。

　

役
員
選
挙
で
は
、
会
長
の
神

津
里
季
生
氏
（
基
幹
労
連
）、
事

務
局
長
の
相
原
康
伸
氏
（
自
動

車
総
連
）
が
再
任
さ
れ
新
た
な

役
員
体
制
を
確
立
。
Ｊ
Ｒ
連
合

か
ら
は
、
荻
山
市
朗
会
長
が
中

央
執
行
委
員
に
選
任
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
が
構
成
組
織
と
し

て
加
盟
す
る
全
日
本
交
通
運
輸

産
業
労
働
組
合
協
議
会
（
交
運

労
協
）
は
、
10
月
３
日
、
都
内

で
第
35
回
定
期
総
会
を
開
催
し

た
。
総
会
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
加

盟
単
組
の
仲
間
と
と
も
に
代
議

員
・
傍
聴
含
め
総
勢
15
人
が
出

席
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て

挨
拶
に
立
っ
た
交
運
労
協
の
住

野
敏
彦
議
長
は
、
頻
発
・
激
甚

化
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
や

人
口
減
少
・
地
方
過
疎
化
に
伴

う
地
域
の
人
流
・
物
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
維
持
・
活
性
化
に
つ

い
て
「
事
業
者
単
独
で
は
乗
り

越
え
ら
れ
な
い
課
題
が
数
多
く

あ
る
。
政
策
課
題
の
解
決
に
む

け
て
、
国
・
地
方
と
の
連
携
に

加
え
、
事
業
者
同
士
が
協
力
し

合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
乗
り
越

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
訴
え
た
。

　

「
連
携
・
協
働
・
共
創
〜
交

運
労
協
の
総
力
を
結
集
し
、
交

通
運
輸
産
業
の
将
来
展
望
を
切

り
拓
こ
う
〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
た
総
会
で
は
、
こ
の
間

の
活
動
報
告
を
踏
ま
え
つ
つ
、

今
後
１
年
間
の
方
針
案
が
執
行

部
よ
り
提
起
さ
れ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
よ

り
中
山
耕
介
組
織
部
長
、
白
壁

靖
子
特
別
執
行
委
員
（
Ｊ
Ｒ
西

労
組
中
央
副
執
行
委
員
長
）
が

方
針
を
補
強
す
る
立
場
で
発
言

に
立
っ
た
。
中
山
部
長
は
、
鉄

を
描
く
た
め
に
は
、
各
モ
ー
ド

間
の
さ
ら
な
る
連
携
・
協
働
が

欠
か
せ
な
い
」
と
述
べ
た
。
白

壁
特
別
執
行
委
員
は
、
交
通
運

輸
産
業
に
お
け
る
女
性
活
躍
の

現
状
に
触
れ
、
「
さ
ら
な
る
環

境
整
備
を
通
じ
女
性
参
入
を
拡

大
し
て
い
く
た
め
に
も
、
私
た

ち
が
し
っ
か
り
声
を
上
げ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
交
運
労
協
の

取
り
組
み
に
も
女
性
が
参
画
で

き
る
よ
う
な
工
夫
を
図
っ
て
い

道
・
バ
ス

そ
れ
ぞ
れ

の
喫
緊
の

政
策
課
題

に
触
れ
た

上
で
、「
政

府
の
進
め

る
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
と
い
っ

た
、
地
域

公
共
交
通

の
将
来
像

た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
住
野
議
長

を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
役
員

体
制
を
確
立
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合

か
ら
は
荻
山
市
朗
会
長
が
副
議

長
に
、
尾
形
泰
二
郎
事
務
局
長

が
幹
事
に
選
出
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
交
運
労
協
の
一

員
と
し
て
、
交
通
運
輸
産
業
の

将
来
を
自
分
た
ち
の
手
で
切
り

拓
く
べ
く
、取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
く
。

主体的に安全を高められる風土を築くために、JR産業全体
で理解や信頼を深めていこうと語る荻山会長

貨物鉄産労
小山中央執行委員

ＪＲ東海連合
尾内事務局長

ＪＲ四国岡本室長

中災防山岡所長

ＪＲ西日本連合
白壁事務局長

交
運
労
協
第
35
回
定
期
総
会

交
通
運
輸
産
業
の
共
創
で

将
来
展
望
を
切
り
拓
く

連
合
第
16
回
定
期
大
会

結
成
30
周
年
を
節
目
に
連
合
運
動
の
前
進
を

〜
ま
も
る
・
つ
な
ぐ
・
創
り
出
す
〜

連
合
第
16
回
定
期
大
会

結
成
30
周
年
を
節
目
に
連
合
運
動
の
前
進
を

〜
ま
も
る
・
つ
な
ぐ
・
創
り
出
す
〜

　

主
催
者
を
代
表
し
、
Ｊ
Ｒ
連

合
荻
山
市
朗
会
長
は
、
「
安
全

確
立
を
運
動
の
最
優
先
課
題

と
位
置
付
け
、
お
客
様
の
安

全
は
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
Ｊ

Ｒ
関
係
労
働
者
の
死
亡
労
災
・

重
大
労
災
ゼ
ロ
を
目
標
に
し
て

第
11
回
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Ｊ
Ｒ
で
働
く
す
べ
て
の
仲
間
が

安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
安
全
な
職
場
づ
く
り
へ

第
11
回
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Ｊ
Ｒ
で
働
く
す
べ
て
の
仲
間
が

安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
安
全
な
職
場
づ
く
り
へ

ＪＲ北労組自動車支部で
２人加入

　７月以降、ＪＲ北労組ではすでに
７人の組織拡大が続いているが、自
動車支部で９月19日に28歳、10
月１日に33歳の組合員がそれぞれ
加入した。
　いずれも北鉄労に不信・不満を感
じた中で、組合方針や運動の違いを
理解し、自由で民主的なＪＲ連合・
ＪＲ北労組を選択して、加入を決断
した。

ＪＲバスで働く仲間２千人
そしてＪＲ連合に集う
８万３千人の仲間が

勇気ある決断を
心より歓迎します！
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家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

山梨県早川町・地域活性化ボランティア活動

「重ねた想い」と
「築いた地域との絆」

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
地
域
活
性
化

に
む
け
た
政
策
提
言
「
７
つ
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
基
づ

き
、
山
梨
県
早
川
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
本
上
流
文
化
圏
研
究
所

と
連
携
し
、
２
０
０
８
年
か
ら

年
２
回
、
同
町
保
地
区
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
身
延
線
沿
線
に
あ
る
同
町

は
、
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
に
囲

ま
れ
た
厳
し
い
環
境
で
、
人
口

約
１
０
０
０
人
と
、
年
々
過
疎

化
が
進
ん
で
い
る
。
今
回
は
９

月
28
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
、

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
、
Ｊ
Ｒ
東
海

ユ
ニ
オ
ン
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
、

貨
物
鉄
産
労
の
組
合
員
総
勢
22

人
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
保
地
区
の
方
々

と
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

農
道
や
セ
ギ
と
呼
ば
れ
る
道
路

脇
の
用
水
路
に
た
ま
っ
た
枯
葉

や
土
砂
の
除
去
、
休
耕
地
な
ど

の
除
草
、
獣
害
電
気
柵
周
辺
の

整
備
な
ど
に
汗
を
流
し
た
。

　

ま
た
、
作
業
後
に
は
保
地
区

の
皆
さ
ん
と
交
流
会
を
行
い
、

お
互
い
の
親
睦
を
深
め
た
。
交

流
会
の
中
で
は
町
の
方
よ
り

「
皆
さ
ん
が
来
て
く
れ
た
後
は
、

町
に
活
気
が
残
っ
て
い
る
気
が

す
る
。
ま
た
来
年
も
来
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
絆
の
深
さ
を
感

じ
ら
れ
る
声
も
聞
か
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
労
働
組
合
の

社
会
的
な
役
割
に
鑑
み
た
重
要

な
活
動
と
し
て
、
地
域
と
の
関

わ
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
と
す
る
。

交
運
労
協
２
０
２
０
年
度
政
府
予
算
概
算
要
求

交
通
運
輸
産
業
の

持
続
的
な
発
展
に
む
け
た
政
策
実
現
を

京
都
府
議
会
議
員

梶  

原  

英  

樹 

さ
ん  

　
　

地方議員団
紹介

【ＪＲ西労組】

　

京
都
府
議
会
議
員
（
京
都
市
山
科
区
選

出
）
の
梶
原
英
樹
で
す
。
選
挙
期
間
中

は
、
組
合
員
の
皆
様
に
、
地
元
の
方
々
と

一
緒
に
な
っ
て
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た

だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
地
域
を
守
っ
て
く
だ
さ
っ

た
方
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
て
、
次
世
代
を

担
う
子
供
た
ち
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
で
き

る
よ
う
に
引
き
続
き
、
顔
の
見
え
る
活
動

を
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
２
０
０
２
年
に
入
社
、
駅
員
を
１

年
、
車
掌
を
12
年
、
指
令
所
で
２
年
、
支

社
で
１
年
働
い
て
い
ま
し
た
。
地
元
で
は

消
防
団
や
体
育
振
興
会
、
少
年
野
球
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
等
で
活
動
を
し
て
お
り
「
働
く
者
の

声
を
社
会
に
届
け
た
い
」
「
地
元
を
も
っ

め
、
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
、
産
業
・
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
行
政
、
企
業
、
自

治
体
等
の
垣
根
を
越
え
た
連
携
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
地
方
議
員
団
と
の
連

携
や
、
関
係
箇
所
と
の
積
極
的
な
議
論
・

調
整
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

議
員
１
年
目
で
す
が
、
で
き
る
こ
と
の

す
べ
て
を
行
い
、
地
域
、
社
会
の
発
展
の

た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

と
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
想
い

か
ら
こ
の
度
の
地
方
統
一
選
挙
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

私
が
政
治
で
実
現
し
た
い
こ
と
は
３
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
子
供
た
ち
に
平
等

に
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
社
会
で
す
。
課
題
を

社
会
全
体
で
解
決
し
て
い
く
と
い
う
意
識

を
不
断
に
持
ち
続
け
訴
え
て
い
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
子
育
て
環
境
を
も
っ
と
良
く

す
る
こ
と
で
す
。
人
口
減
少
を
解
決
す
る

た
め
に
、
安
心
し
て
子
供
を
生
み
、
楽
し

み
な
が
ら
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
き
ま
す
。

　

三
つ
目
は
交
通
政
策
で
す
。
単
な
る

「
既
存
の
交
通
機
関
の
維
持
策
」
で
は
な

く
、
関
係
性
の
深
い
医
療
・
福
祉
を
は
じ

休耕地の背丈ほどに伸びた雑草を刈る参加者

　

10
月
２
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動

車
連
絡
会
は
、
大
阪
市
内
に
お

い
て
、
第
27
回
総
会
を
開
催
し

た
。
全
国
か
ら
代
議
員
・
傍
聴

者
総
勢
20
人
の
仲
間
た
ち
が
参

集
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
尾
形
泰

二
郎
事
務
局
長
、
中
村
鉄
平
交

通
政
策
部
長
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
合
自
動
車
連
絡
会
の

西
原
一
英
代
表
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
西

労
組
西
バ
ス
地
本
委
員
長
）
は

挨
拶
に
立
ち
、
「
バ
ス
を
動
か

す
の
は
『
人
』
。
働
く
者
に
と
っ

て
よ
り
よ
い
労
働
条
件
・
労
働

環
境
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
改
善
基
準
告
示
の
見

直
し
に
お
い
て
も
、
単
な
る
厳

格
化
で
は
意
味
が
な
く
、
実
効

性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
」
と
、
労
働
政
策
審
議

会
に
お
い
て
今
後
進
め
ら
れ
る

議
論
に
対
す
る
所
感
を
述
べ
、

「
担
い
手
と
な
る
べ
き
人
材
を

確
保
す
る
た
め
に
も
、
魅
力
あ

る
バ
ス
産
業
に
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

　

総
会
で
は
、
バ
ス
産
業
を
取

り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
報
告
し

た
後
、
向
こ
う
１
年
間
の
運
動

展
開
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

総
会
後
、
研
修
会
と
し
て「
バ

ス
事
業
に
お
け
る
働
き
方
改
革
」

に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
自
動

車
局
総
務
課
企
画
室
の
星
明
彦

室
長
か
ら
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

講
演
で
は
政
府
の
進
め
る
自
動

車
運
送
事
業
の
働
き
方
改
革
に

つ
い
て
、
バ
ス
各
社
の
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

参
加
者
か
ら
は
現
場
目
線
に
立

っ
た
質
問
が
出
さ
れ
、
有
意
義

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

翌
日
は
、
自
治
労
加
盟
の
大

阪
交
通
シ
テ
ィ
バ
ス
労
働
組
合

の
協
力
の
も
と
、
大
阪
市
営
バ

ス
か
ら
民
営
化
さ
れ
た
大
阪
シ

テ
ィ
バ
ス
株
式
会
社
の
研
修
セ

ン
タ
ー
等
の
視
察
及
び
意
見
交

換
を
実
施
し
た
。
と
り
わ
け
、

人
手
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
、

採
用
活
動
の
強
化
な
ど
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
バ
ス
産
業
共
通

の
課
題
と
し
て
、
労
使
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

自
動
車
連
絡
会
は
、
バ
ス
産

業
の
魅
力
向
上
と
将
来
に
わ
た

る
持
続
的
な
発
展
に
む
け
て
、

Ｊ
Ｒ
バ
ス
で
働
く
者
の
代
表
と

し
て
一
層
運
動
を
展
開
す
る
。

選挙時、自身の制作を訴える梶原府議

　
Ｊ
Ｒ
連
合
北
海
道
地
方
協
議

会
は
、
10
月
12
日
、
札
幌
市
内

に
お
い
て
、
定
期
委
員
会
を
開

催
し
た
。

　

冒
頭
、
昆
弘
美
議
長
が
挨
拶

に
立
ち
、
「
こ
れ
ま
で
各
地
協

の
よ
う
に
『
定
期
委
員
会
』
と

い
う
形
で
の
場
を
設
け
て
こ
な

か
っ
た
が
、
北
海
道
地
域
に
お

い
て
抱
え
る
課
題
が
よ
り
深
刻

さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
開
催
に
至
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
北

労
組
と
貨
物
鉄
産
労
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
密
に
情
報
交
換
し
、

意
識
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
Ｊ
Ｒ

連
合
運
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
」
と
本
委
員
会
の
意
義
を
語

り
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
貨
物

が
共
有
す
る
「
北
海
道
新
幹
線
」

や
「
単
独
維
持
困
難
線
区
」
と

い
っ
た
政
策
課
題
、
民
主
化
闘

争
を
中
心
と
し
た
組
織
課
題
へ

の
所
信
を
述
べ
た
。

　

委
員
会
に
は
、
交
運
共
済
北

海
道
事
業
本
部
よ
り
田
原
孝
藏

事
業
本
部
長
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら

中
村
鉄
平
交
通
政
策
部
長
が
出

席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
激
励
と
連
帯

の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
同
士
で
、

安
全
課
題
・
組
織
課
題
・
政
策

課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
安
全
課
題
に
つ
い
て
は
、

労
災
事
故
や
輸
送
事
故
な
ど
の

事
象
を
互
い
に
説
明
し
あ
い
、

背
景
や
対
策
等
を
話
し
合
っ
た
。

さ
ら
に
、
組
織
課
題
に
つ
い
て

は
、
次
代
を
担
う
若
手
を
は
じ

め
と
し
た
組
織
拡
大
へ
の
方
策

や
組
織
強
化
に
む
け
た
取
り
組

み
な
ど
、
今
後
の
展
開
を
議
論

し
、
さ
ら
な
る
前
進
を
図
る
決

意
を
共
有
し
た
。

　

交
運
労
協
が
８
月
に
提
出
し

た
２
０
２
０
年
度
政
府
予
算
概

算
要
求
に
関
す
る
要
請
に
基
づ

い
た
各
省
庁
と
の
意
見
交
換
が
、

９
月
26
日
に
国
土
交
通
省
総
合

政
策
局
を
皮
切
り
に
始
ま
っ
た
。

翌
27
日
に
は
道
路
局
、
10
月
４

日
に
は
鉄
道
局
と
行
い
、
今
後

順
次
各
省
庁
と
も
実
施
す
る
。

　

９
月
26
日
に
行
わ
れ
た
総
合

政
策
局
と
の
意
見
交
換
に
は
、

交
運
労
協
住
野
敏
彦
議
長
を
は

じ
め
11
人
が
出
席
し
、
Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
は
中
村
鉄
平
交
通
政
策

部
長
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
瓦
林
康
人
公
共
交
通
・

物
流
政
策
審
議
官
か
ら
「
要
請

を
受
け
た
内
容
は
担
当
部
局
に

お
い
て
十
分
に
検
討
を
行
い
、

予
算
要
求
に
活
か
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
が
、
今
後
も
現
場
の

声
を
聞
き
な
が
ら
一
緒
に
政
策

を
進
め
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

中
村
部
長
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
へ
の
支
援
に
関
し
て
、

「
真
に
必
要
と
さ
れ
る
持
続
可

能
な
人
流
・

物
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
、

地
域
で
し
っ

か
り
と
議
論

し
、
将
来
像

を
見
据
え
た

う
え
で
、
支

援
を
行
う
べ

き
で
は
な
い

か
」
と
今
後

の
さ
ら
な
る

支
援
に
む
け
た
議
論
の
積
極
的

な
姿
勢
を
求
め
た
。

　

10
月
４
日
に
行
わ
れ
た
鉄
道

局
と
の
意
見
交
換
に
は
、
Ｊ
Ｒ

連
合
か
ら
今
井
孝
治
企
画
部
長
、

中
村
部
長
が
参
加
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
、
重
要
イ

ン
フ
ラ
に
対
す
る
３
か
年
緊
急

対
策
に
つ
い
て
、
「
法
面
補
強

な
ど
が
行
わ
れ
る
が
、
対
象
箇

所
数
は
十
分
な
も
の
で
は
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。
施
工
能
力

に
限
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
３

か
年
以
降
も
継
続
し
て
支
援
を

行
い
、
対
策
を
進
め
る
べ
き
」

と
訴
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

担
当
者
か
ら
「
ま
ず
は
３
か
年

の
計
画
を
し
っ
か
り
進
め
て
い

き
た
い
」
と
回
答
を
受
け
た
。

　

今
後
も
Ｊ
Ｒ
連
合
は
交
運
労

協
の
一
員
と
し
て
、
産
業
の
持

続
的
な
発
展
に
む
け
た
政
策
実

現
に
取
り
組
む
。

交運労協の取り組みを中心的に担うＪＲ連合

自動車連絡会が進める取り組みの方向性を示す西原代表幹事

北
海
道
地
方
協
議
会
定
期
委
員
会

人
流
・
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

維
持
活
性
化
に
む
け
て

自
動
車
連
絡
会
第
27
回
総
会

地
域
公
共
交
通
の
担
い
手

「
バ
ス
産
業
」
を
魅
力
あ
る
産
業
に


